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平
成
20
年
10
月
か
ら
、
第
２
子
以

降
の
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
た
ご
家
庭

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す（
お
誕
生

日
が
平
成
20
年
７
月
１
日
以
降
）。

お
住
ま
い
地
区
の
主
任
児
童
委
員
・

民
生
児
童
委
員
が
、
生
後
２
〜
３
か

月
の
こ
ろ
に
ご
家
庭
を
訪
問
し
、

「
４
か
月
児
健
康
診
査
票
」
の
ほ
か

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
の

子
育
て
に
役
立
つ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
の
様
子
、
お
困
り
の
こ
と
な
ど

も
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
　
　 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
９ 

広告 広告 

は
じ
ま
り
ま
す
！！
 

　
７
月
か
ら
町
内
の
契
約
医
療
機
関

で
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
の
健
診
は
、
昨
年
ま
で
の
基
本

健
診
に
代
わ
っ
て
、
糖
尿
病
等
の
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。
　
　 

　
健
診
の
対
象
は
、
75
歳
以
上
（
今

年
度
75
歳
に
な
る
方
を
含
む
）
の
方

で
、
入
院
中
の
方
、
介
護
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
既
に
生
活

習
慣
病
で
治
療
を
受
け
て
い
る
方
を

除
き
ま
す
。 

　
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
症
・
脳
血
管

や
心
臓
の
病
気
・
糖
尿
病
等
で
治
療

を
し
て
い
な
い
方
の
中
で
、
健
診
を

希
望
し
、
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
は
、
７
月
中
に
担
当
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
９ 

７５
歳
か
ら
の
健
康
診
査 

お
申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん 

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん 
が 

事
業
事
業 

事
業
事
業 

事
業 

　新聞等で報道されております、複数の方への使
用が禁止された採血器具の使用について、本町に
おいても保健事業における実態調査を進めてまい
りました。 
　その結果、昨年のOISOチャレンジフェスティ
バル２００７（平成１９年１０月7日(日)大磯運動公園で
開催）の体力測定・健康チェックのコーナーで、
血糖測定での使用が判明しました。 
　採血器具の使用にあたっては、針を一人ひとり
交換するとともに、皮膚表面と接触面はアルコー
ル消毒を行い万全を期しておりましたが、国の定
める複数人に使用できない器具であったことが分
かりました。 
　このことによる感染の可能性は極めて低いもの

と考えられますが、皆様の不安を解消するため相
談窓口を設置し、対象者の方に肝炎ウィルス検査
を実施することといたしました。 
　お心当たりのある方は、担当課までご連絡くだ
さい。 
　保健事業の利用者の皆様にご心配とご迷惑をお
かけしましたことを深くお詫び申し上げます。 
　今後は安全性の確認を十分に行い再発防止に努
めてまいります。 
 
相談窓口・保健センター 
　　　　　8:３０～１７:１５（土・日・祝日を除く） 
　　　　・子育て介護課健康づくり班 
　　　　　☎（６１）４１００　内線３０９ 

昨年のチャレンジフェスティバルで 
血糖測定を受けた方へ 

わ 


